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1． 序論 

大学における研究エリアにフリーアドレスを導入

する動きがある．その一例として近畿大学では情報

学部棟にて研究エリアの一部でフリーアドレス席が

設けられている[1]．フリーアドレスとは個人ごとの

固有席がなく，空いている座席を各々が選択して使

用できる座席システムのことである．フリーアドレ

スに関する調査では限られた空間を有効に活用でき

る反面，問題として座席の確保に手間取ることや個

人の所在を把握しにくいことが考えられる．このこ

とから作業開始が遅れることやコミュニケーション

不足による作業効率の低下が発生する可能性がある． 

しかし，フリーアドレスは主にオフィスで導入さ

れているため，フリーアドレスの活用を支援するサ

ービスは多くあるにもかかわらず，大学での利用が

考えられているものは少ない．大学の場合，企業と

は異なり，ただ単に座席の管理をするだけでなく，

ゼミ単位で学生間や指導教員と研究活動を共有する

ことも求められる． 

そこで本研究では，コロナ禍を経て一般的となっ

たオンラインも含めた多様な研究活動での利用を考

慮し，座席情報の管理だけでなく，利用状況の共有

によるコミュニケーションの活性化を目的とするフ

リーアドレススペース共有支援システムについて検

討する． 

2． 関連研究 

大学におけるフリーアドレス導入数は増えている
が割合としてはまだ少数であるため，大学の座席管
理システムは[3][4][5]などの授業時の出席管理を目
的としたものが多く，大学に特化したフリーアドレ
ス支援システムの研究はない． 

3． 研究内容 

本システムの概要と各機能について述べる．本シ
ステムは我々が以前開発した出席管理システム[2]を
基に作成している． 

3.1 システム概要 

本システムの構成を図１に示す． 本システムは，
M5Stack，スマートフォン，PC，利用管理サーバ（以
下，管理サーバ），データベースで構成する．フリ
ーアドレスの座席に液晶付きの小型マイコンである
M5Stack を設置し，登録時に使用する QR コードと座
席の使用状況などの付加情報を表示する．スマート
フォンは，表示された QR コードを読み取ることで，
使用開始の情報を利用管理サーバに送信する．PC は
学生，教員が座席の使用状況を確認する際に使用す
る．座席の使用状況は使用状況確認用 WEB ページで
確認でき，登校している学生の確認や空き座席の発
見が可能である．また，各座席の使用状況はM5Stack
上でも確認できる．座席の使用情報は管理サーバで
保持し，データベースに記録する．データベースと
しては Amazon DynamoDBを使用する． 

3.1.1 データベース設計 

現状ではシステムのユースケースとして以下のよ
うなものが想定される． 
� 学籍番号，日付，座席 ID，使用時間を用いて

使用履歴を記録 
� 学籍番号を指定して座席使用状況一覧を取得 
� 日時と座席 IDを指定して予約状況を取得 
そこでデータベースでは，フリーアドレスに対す

る学生の行動履歴を記録することとした．具体的に
は，学籍番号をパーティションキー，日付をソート
キー，学籍番号と日付の組をプライマリキーとして
設定し，利用管理サーバを経由してこれらの情報へ
のアクセスを行う． 
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3.2 使用登録  

学生は座席に設置された M5Stack に表示される出
席登録ページの情報を含んだ QR コードを自身のスマ
ートフォンで読み取り，出席登録ページにアクセス
して，使用登録を行う．QR コードを表示した
M5Stack を図 2に示す．出席登録ページアクセス時
には，個人を特定しやすくするために大学から個人
に配布してあるアカウントでのログインを求める．
学生は出席登録ページから使用時間を入力し管理サ
ーバに送信する．この時使用する座席の情報はあら
かじめ QR コードに含まれている． 
使用登録時に使用時間の入力を求めるのは，学生

は授業などで移動する場合が多く１日同じ席を連続
で使用することが想定しにくいことや授業開始時間
が決まっているので使用時間が決定しやすいことな
どを考慮したためである．座席の使用時間を決める
ことによって使用登録状態での長期の離席を抑制で
き効率的な座席運用につながると考える．また，学
生が座席に滞在する時間が明確になるためコミュニ
ケーションの支援にもつながると考える． 

3.2.1 虚偽登録への対策 

フリーアドレスにおいて座席を効率的に運用する
ためには虚偽の使用登録がされないように対策をと
る必要がある．M5Stack に表示される QR コードが変
化しない場合は，QR コードを写真などで保存してお
くことで，自宅などから虚偽の使用登録が容易に可
能である．そこで，M5Stack に表示する QR コードを
使用登録に使用される度に変更することによって虚
偽登録への対策が可能である．QR コードには使用登
録ページの URL と乱数情報を含める．管理サーバに
おいても各 M5Stack が保持する乱数情報を記録する．
学生が使用登録する際には，この乱数情報も管理サ
ーバに送信する．管理サーバで保持している乱数情
報の中に，受信した乱数と同じものが含まれている
場合のみ使用登録を受け付ける．受信した乱数情報
を管理サーバが保持していない場合は，もう一度使
用登録をするように要求するエラー文を学生のスマ
ートフォンに表示する． 

3.3 使用状況確認 

座席の使用状況は使用状況確認ページで確認する
ことができる．使用状況確認ページでは，座席ごと
に使用中の学生の学籍番号と使用終了時刻が表示さ
れる．また，学籍番号による検索も可能であり，学
生がどの座席を使用しているか素早く発見すること
が可能になる． 
座席の使用状況を WEB 上で確認できることで，学

生は空き座席の発見が容易になる．また，教員は学
生の位置を把握できるため研究状況を確認でき，学
生同士も互いに場所が把握できるため学生間のコミ
ュニケーションがとりやすくなる． 
座席の使用状況については座席上の m5Stack でも

確認できる．使用可能な場合，m5Stackは緑色のマー
クが表示し，使用中の場合は赤色のマークが表示す
る．これによって学生は Web 上で空き座席について
確認することなく，直接座席において使用状況を確

認できる．教員は現在の座席状況だけでなく過去の
学生の座席使用履歴を確認できるので，学内におけ
る学生の研究活動を遡って把握できる． 

4. 実験 

近畿大学情報学部棟（E 館）の研究エリアにあるフ
リーアドレスに本機器を設置し，試験運用を開始す
る．本システムを用いた使用登録にかかる時間を計
測した後，実際のフリーアドレス席で本システムを
使用し効率的な運用が可能か検証する予定である． 

5. 結論 

本研究では，学生は移動と入れ替えが多いことや
使用時間が予想できることを考慮して，コミュニケ
ーションの活性化や空き座席発見の支援を目的とす
るフリーアドレススペース共有支援システムについ
て検討した．本システムによって座席確保や教員と
のコミュニケーションが容易になることが期待でき
る．今後の予定として，座席予約機能の追加や実験
の実施を検討している．なお本研究は JSPS科研費
22K12304 の助成を受けた． 
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図 2 M5Stack による QR コード表示 

 
 


